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東日新聞部盗塁麟） 5 月 5 日（土）

い
い
、
『
人
生
そ
の
も
の
の
議
白
金
で
の
笹
弁
で
も
、
そ
て
い
た
。
民
わ
M
J
Uリヘ
ヘ
わ
り
い
い
村
山
一

m

先
生
で
も
あ
っ
た
』
と
俄
述
の
考
え
方
が
制
民
に
随
所
に
こ
う
し
た
公
開
帥
削
除
は
、
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
一
一
奴
知
大
学
問
文
自
院
セ

ず
る
伶
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
昨
年
、
文
部
g
r若
者
っ
て
、
誌
研
究
・2
と
川
一
ン
タ13

／
2
3
z
を

脱
線
は
、
京
大
法
制
大
伊
右
井
氏
は
、
「
闘
的
論
的
大
学
潟
市
同
文
治
院
穴
学
紀
時
に
川
澄
矧
ト
ヘ
ザ
的
成
期
の
一
刈
（
？
と
っ
て
は

ζ
っ
か

砕
い
時
代
の
本
問
先
生
や
二
一
一
語
諭
の
議
」
で
は
、
念
セ
ン
タ
ー
に
対
す
設
内
北
部
隊
」
の
完
パ
ネ
ル
民
、
一
と
い
ろ
抽
出
伐
の
内
さ
仰
の
・

J

h
m

忠
彦
氏
（
初
代
級
副
総
長
「
有
価
装
の
概
念
」
に
つ
大
曲
需
要
躍
化
準
お
よ
び

9
7

ク
レ
ァ
ト
の
一
も
ぷ
が
っ
て
い
る
。
議
問

、
み
ゆ
修
伊
w
h）
と
の
山
会
い
を
話
つ
た
い
て
揺
ら
れ
、
と
く
に
、
事
業
（
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
出
版
な
ど
泌
じ
、
広
く
多
く
一
や
小
中
学
校
の
性
能
が
、
地

織
演
す
委
冗
一
定
大
石
井
学
長
あ
と
、
法
留
学
に
没
頭
し
、
「
一
旬
開
盤
品
目
の
扱
渡
性
」
や
セ
ン
タ
ー
斡
山
間
郁
業
〉
と
し
約
介
し
つ
つ
あ
る
小
浜
で
あ
一
成
ポ
ラ

J
dナ
ィ
ア
の
光
黙
の

雫

E
2
E
・E
・
－2・2
－
－E
M
M
E－
－5E

・E
・
－zz
＝
E
－z
－
－E
霊
園
困E
a
t－

－
－
S
z
a－
－
－
g
Z
E
E

－

4
H
4

一
一
治
聞
を
聞
き
な
が
ら
、
受
湖

町
一
i
i
i
1
2

持
一
議
諸
一
院
長
鵠
二
主4

堅
持
い
て
い
る

一
一
日
、
岡
大
器
校
謀
議
一
定
露
め
た
ほ
か
、
舘
一
に
、
県
議
覇
詩
代
、
一
ア
葬
3
4
u
U一
ナ
、
〆
ジ
ャ
モ
〆
え
の
木

目
一
で
公
開
約
翠
自
宅
旦

m
に
わ
奇
襲
と
警
に
一
「
自
分
は
十
全
な
判
決
幸
一
一
出
向
議
院

4

宗
一
客
船
山
只
つ
じ
寺
、

9

一
長
－uh井
出
也
氏
が
、
大
一
議
力
議
け
た

ο

一
せ
た
だ
る
う
か
と
堂
、
そ
一

7
1
1
号
諒1
1
3
m
盟

υ
布
ぷ
も
似
た

れ
止
創
・
議
の

1
人
で
、
第2、
一
嘉
民
主
異
議
ぷ
一
の
悩
み
ご
解
決
の
警
聞
こ
一
一
課
お
と

l
o
u
t

－
ヵ
ル
l
ト
の
1
つ
に
あ
げ
り
れ

4

第4
℃5
・5
3
一
氏
一
出
身
で
、
相
良
か
ら
謹
一
う
と
ふ
の
が
裂
だ
っ
一
一
叫
ん
宮
川
介
毒
め
て
い
る
つ

2
2
2

の
法
相
場
と
し
て
川
誌
を
一
の
議
中
害
、
議
釈
に
一
た
」
長
説
。
「
本
間
氏
は
一
一
よ
さ
に
－

L
詳
し
い
問
い
お
せ
は
：

川
熱
心
肝
大
法
学
部
L
5
2ゎ
一
心
開
設
立
一
一
院
議
機

h
u
m
－
－

刊
長
選
裁
の
車
、
票
一
撃

Y
右
足
は
、
本
間
一
と
、
本
間
氏
の
ヒ
ュ

l

マ
ニ
一
五
の
誌
を
き
、
民
一

商
大
（
一
橋
大
）
襲
露
五
が
商
法
の
大
家
於
け
で
な
ヌ
ト
の
番
高
ら
か
に
し
一
一
申
し
込
み
の
ウ
オ

l
キ
ン
グ
一

河
川
て

1
9
4
6

（
賠
幻
）
年
一
く
、
法
留
学
の
研
究
に
主
否
。
一
仲
間
お
え
て
さ
た
に

O
H

に
波
大
法
察
部
と
同
一
生
堂

c
t
bた
議
な
ど
を
．

E
z
－
－
－
E
・E
・
－
－
E
r
i
z
－
－5
－

o

一m
m震
の
念
ル
』
も
っ
て
仮
り
泡

q
J
ι
 園田商関臨調罷聾躍招

事事ぜ /lWl ?r.fr ヲト口’・’＆去、

一

法学者としての業績紹介

設営υm1おーさんを.lit る 専

寸
l
i
l
i
1
1

」
，
誌
季
語
キ
ャ
ン
パ
ス
の
襲
警
を
わ
っ
た
。
裁
判
活
と
し
て
の
志
の
エ
「
手
形
法
、
小
切
手
法
的
義

一
寄
稿
一
の
研
究
館
第
1

・
ぇ
譲
渡
知
大
学
の
震
を
任
期
ピ
ソ
！
ド
、
議
室
誇
築
」
（
一
憾
の
隙
訟
で
筒
）

「
I
l
l
i
－
－
し
で
聞
か
れ
た
。
満
了
し
て
か
ら
望
近
く
に
代
の
「
法
と
は
社
会
主
義
に
つ
い
て
説
関
さ
れ
た

U

没
知
大
学
の
公
開
地
州
市
町
四
附
郎
は
一
冗
愛
知
大
学
川
十
一
な

J
C
o救
刷
唱
に
立
つ
て
の
柑
酬
の
実
現
の
た
め
に
つ
く
っ
た
「
小
切
手
な
ど
の
勝
利
欲

「
愛
知
大
や
の
創
立
品
目
本
の
一
白
井
出
同
也
氏
”
教
職
日
比
や
義
は

5

年
ぷ
り
と
い
う
。
法
制
」
で
あ
り
「
法
の
目
的
棄
と
移
転
」
、
「
漠
将
一
略
取
止
や

窓
下
位
若
と
し
て
の
一
阪
市
民
な
芸
め
約
初
人
本
聞
き
一
事
長
の
没
は
轟
に
統
一
」
と
い
う
本
乱
用
問
題
」
な
ど
一
野
公

軌
跡
」
が4
月
m
N
（
士
、
が2
時
間
の
餓
混
と
鈎
分
余
（
ま
な
）
弟
子
と
山
口
わ
れ
る
問
先
住
句
の
こ
う
し
た
軒
え
を
人
と
し
て
も
劉
昧
の
あ
る
商

開
石
井
氏
は
、
愛
知
五
芯
韮
彼
録
し
た
。
度
な
問
題
を
分
か
り
ゃ
す

四
時
代
か
ら
の
菌
、
商
法
学
ま
た
、
本
問
先
生
の
愛
矢
く
、
袋
小
り
手
ぷ
り
で
の

m

z
問
光
生
か
ら
芸
と
警
で
議
院
の
起
一
敏
祭
器
護
者
を
急
ず
か
せ

宅空手空語際費院議議越知

公
開
講
座
や
史
料
展
示
室
新
設

愛
知
大
学
の
歩
みP
R

k
 

d
 

e
M
4
 

t
 

J
 

l
 

』
開H

・
4
 

（
高
石
国
民
）

目

玉宅
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2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 5 月 1 6 日｛水曜日）問削~JT クrロ，，；；；ぞー告o!f,•.

長園
女圃
の闘
殿関
岡国
歳園
子闘
さ闘
ん圃
寄圃

贈

本
間
前
四
一
愛
知
大
学
名

営
学
只
の
役
女
・
殿
間
以

，
ナ
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
、

父
上
の
愛
周
のM山
紋
山
同
信

愛
知
穴
や
市
川
恒
山
間

X
市
川
院

穴
学
オ
ー
ブ
ン
リ
サ
ー
チ

ビ
ン
タl

（
族
問
使
久
セ

シ
タ
l
w
H）
に
筏m畑
$
れ

こ
れ
はm
v知大
中
史
民

公
ん
十
一
（

4
月
m
w日
オ
ー
プ

ン
」
の
完
成
を
か
ね
て
、

本
間
一
円
一
先
生
に
ゆ
か
り

の
あ
る
品
を
泌
示
し
た
い

と
す
“
（
ωセ
ン
タ
ー
側
の
品
川

明
し
に
よ
る
も
の
で
あ
ゐ
。

ε 
越
知
専

ま
ず
、
古
く
は
東
京
地

法
判
抽m
mの
時
代
か
ら
東

京
商
大
教
授
（
一
縮
大
学

名
脊
教
授
〉
時
代
、
上
海

の
東
夜
間
文
需
院
大
学
時

代
、
戦
後
は
愛
知
大
学
技

ぷ
や
初
代
の
飯
高
裁
判
所

ボ
務
総
長
時
代
、
そ
し
℃

愛
知
大
学
の
創
設
に
も
か

か
わ
る
す
べ
℃
の
書
類

（
世
帯
会
祭
め
の
時
も
）
に

押
さ
れ
た
祭
同
（
日
今
×

0

・
7

×
1

・

1
2ぢ
）
が

水
晶
の
細
長
い
大
型
開
印
鑑

が
ケi
ス
と
共
に
、
加
棚
田

セ
ン
タ
ー
民
に
手
渡
溢
れ

ま
た
、
先
隼
が
昭
和
ω

年
代
か
ら
惜
川
町
使
用
し
て

い
た
カ
パ
ン
ナ
別
手
建
日
れ

た
。
こ
れ
は
、
法
政
大
常

時
代
の
教
え
子
、
法
学
者

・
児
玉
配
制
崎
氏
（
企
凶
只

一
栂
ろ
漁
業
組
合
制
問
弁
波

小
む
か
ら
プ
レ
七
、

J
ト
さ

れ
立
茶
色
革
の
手
自
慢
げ
カ

バ
ン
（
お
×
お
×
ω
円
台
）

で
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で

密
川
し
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
う
さ
ぎ

の
胸
協
も
窃
服
さ
れ
た
。

先
住
が
山
明
治
例
年
卯
年
生

ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
出
品
凶
財
閥
の
安
田
却
相

次
郎
宅
に
あ
っ
た
山
鮪
為

る
哩
初
で
あ
るn

戸
、

そ
し
て
性
討
さ
れ
た
の

は
、
感
稿
文
化
協
会
（
昭

和
引
年
一
創
技
、
割
引
般
借
文

化
仮
興
財
聞
の
前
身
）
の

会
長
神
野
太
郎
氏
か
ら
附

和
早
川
用3
円
に
附
ら

れ
だ
「
山
間
師
酬
を
一
ら
す
わ

ム
刊
で
あ
「
て
く
だ
さ
い
」

と
日
山
吋
に
及
ぶ
顕
彰
え
が

毛
取
で
笛
か
れ
て
い
る
立

派
な
桐
箱
入
り
の
「
文
化

的
」
で
あ
る
。
「
文
化
的

話
通
僻
」
と
川
町
ば
れ
た

された「文化賞」注目
本
問
先
生
愛
用
の
実
印
と
安
田
財
閥
か
ら
贈
ら
れ
た
ウ

サ
ギ
の
置
物
、
「
趨
繍
文
化
賞
」

器
室
文
化
的
に
事
c

せ
Fの
は
密
知
大
学
の
本

附
密
｝
氏
だ
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
「
文
化
賞
」
は

先
生
が
盤
情
の
市
民
か
ら

敬
愛
さ
れ
℃
い
た
証
犯
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
受
慌
の
井
喜
」
の
一
倍

ぴ
を
本
問
先
生
は
「
こ
う

い
っ
た
袋
何
時
は
、
で
き
る

だ
け
内
絡
で
や
っ
て
も
ら

い
た
い
」P忽
に
閉
さ
れ

た
こ
と
が
あvo
o

こ
う
し
た
山
間
以
志
木
川

中
高
に
伝
わ
る
滋
品
あ
附
崎

盤
知
大
学
に
持
贈
さ
品
川
て

お
り
、
す
で
に
阿
片
戦
争

を
恥
っ
十
点
則
徐
に
よ
・

9

一
一
対
の
一
け
軸
や
巾
口
友

好
協
会
会
長
の
孫
乎
作
氏

が
水
間
滋
一
先
仏
の
倒
的

気
を
お
見m
mい
に
来
日

し
、
先
匁
の
た
め
に
同
日
品
申

し
た
「
名
高
花
斗
均
比

尚
山
」
と
出
抑
留
（
さ
と
う
）

さ
れ
た
内
は
六
学
雨
明
」
一
小
山
引

に
飾
ら
れ
て
い
4也
。

そ
う
し
た
本
閉
店
一
先

匁
の
ゆ
か
り
あ
る
ぬ
煎
次

総
資
料
が
い
ず
れ
「
本
問

符
－
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
亡

ま
と
め
、
件
一
い
q
vり
か
・
り

法
学
帽
を
目
指
し
た
仙
川

代
、
判
中
紗
必
の
時
代
、

東
京
間
穴
（
一
一
悩
レ
ヘ
学
）

教
授
時
代
、
東
開
出
制
文
市

院
大
学
長
時
代
、
後
知
大

学
創
立
か
ら
－
一
代
、
凶
代

の
学
長
崎
代
な
ど
保
川
町
代

に
分
矧
務
官
民
て
股
示

さ
れu｛W
4
M
M

闘
も
氾
め
℃Lr

き
た
い
の

一
）
川
県
知
大
学

4
m
w刊文

明
市
院
七
、

J
h
M
lの聞
い
九
円

わ
せ
は
、
官
時
叩

U
5
3
2

7

c

 

-
Hi

-
aq
’i’a’
l 

－
〈
愛
知
大
学
問
用
車
問
文
書

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
・
運
営
安
民
）
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諸事項の紹介

(JO;, 2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 0 日（日曜日）

元学長が建学精神など紹介J:H'I 

愛大東亜同文書院大学記念センター

牧野氏迎え豊橋校舎で講演会
私と牧会日 λ

話it!i!
告別；Ii］.調じ；；＼ i設設！！！
収可ーでー1・調・‘.; .....毒事契護重体
設 ！？；量園園長制審鳴
き；III・・議選建議弓議
；五？を圃・・時襲撃投星雲院
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愛
大
と
東
署
同
文
書
院
大
学
を
演
題
に
一
い
て
で
い
。
一

一
入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
一

9
H

に
牧
野
元
学
長
が
講
演
一
要
。
問
い
合
わ
せ
は
同
記
念
一

銭
知
大
伊
東
．
虫
向
文
節
院
一
と
弘
」
を
樹
胞
に
綿
泌
す
る
。
一
セ
ン
タ
ー
（

0
5
3
2

・
円
引
←

火
小
記
怠
セ
ン
欠lは
9
n

一
牧
野
氏
は
、
理
問
の
竺
・

4
i
9
）
ヘ
。

午
地
問
1

時
半
か
ら3
時
半
ま
一
大
で
伊
び
、
包
院
え
の
教
同
一
（
竹
下
貴
信
）
←

で
、
後
火
山
川
師
向
山
似
合

m
m究
館
一
か
ら
指
蒋
を
受
仔
た

ω

ま
た
一
一

で
諭
演
会
を
聞
く

u

牧
野
由
一
学
長
と
し
て
夜
任
中
は
、
巾
一

朗
・
元
波
大
学
長
が
一
後
知
一
間
と
の
伊
術
救
向
塗
滞
に
尽
一

火
山
山
L
」
東
斑
岡
町
人

F
U院
火
学
一
力
し
亡
お
り
、
町
内
院
十
八
に
つ
一

空軍fr三号ロ，毒事会’S事正

= 
喜三

日

エー= = 
= = 
一」’
出

= 
晶
広

告＂-
三言

= 
= 
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選2一
一
「
愛
知
大
時
？
と
胤
車
問
文
世
間
四

一
東
亜
同
文
書
院
の
蹟
－
院
大
学
と
私
」
と
闘
し
、
回
一

一
鴎
忠
実
喜
一
語
大
学
壁
、
喜
一

一
長
の
牧
野
由
朗
氏
一
問
主
徳
川
火
山
本
以
州
大
学
一

一
愛
知
大
学
期
唾
M
文
尚
院
一
山
身
の
教
叫
に
教
え
を
交
け
一

一
大
学
問
怠
セ
ン
タ
ー
は
、
日
一
た
思
い
山
ゃ
、
学
民
と
し
て
一

一
日
午
後
1

時
ω
分
か
ら
峻
椀
一
中
国
と
の
学
術
教
育
室

m
に
一

一
市
町
畑
町
の
向
大
学
験
問
問
佼
←
尽
力
し
た
縦
験
な
ど
を
続
前
一

一
議
運
1
襲
1

、

2

公
一
三
一

一
饗
で
公
開
接
会
街
合
一
川
い
完
夜
、
愛
知
た
一

一
入
国
刷
無
料
。
一
学
期
制
同
文
尚
院
大
説
記
念
一

一
講
師
は
同
大
学
光
学
長
・
一
セ
ン
タ
ー
”
包
話

0
5
3
2

一

旬
。
。
鎗
教
授
の
牧
野
間
附
氏
。
目
（
打
）

4
1
3
9
u

へ
の



2 D D 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 2 日（火曜日）< 7)

同！？；三！とでむ＼（；~

函
品
〕

今
か
ら1
2
0

年
も
前
に
な

る
。
事
堕
白
は
自
分
の
経
営

す
＠
「
時
間
諜
報
」
に
朴
鋭
を

密
い
た
。
明
治
初
年
の
臼
朝
修

好
糸
線
締
結
以
来
、
朝
鮮
、
澗

閣
と
の
巡
帯
を
強
め
、
両
国
の

近
代
化
を
凶
る
っ
と
す
る
動
舎

は
、
壬
午
南
端
乱
（
大
税
者
の
反

乱
）
か
ら
申
昭
事
変
（
金
玉
一

の
ク
ー
デ
タ
ー
）
に
か
け
℃
急

速
に
誇
返
し
、
こ
れ
ま
で
の
友

好
ムl
ド
が
敗
対
ム
ー
ド
に
一

群
荘
。

「
主
総
一
と
す
る
所
は
た
だ
脱

亜
の
ニ
字
に
在
る
の
み
」
「
我

悶
は
隣
国
の
簡
明
を
待
つ
℃
、

共
に
彊
倒
産
を
興
す
の
猶
予
あ

る
べ
か
ら
ず
」
「
隣
闘
な
る
が

故
に
と
て
特
別
の
会
釈
に
及
ば

ず
、
ま
当
」
に
西
海
人
が

ζ
れ
に

宇
る
の
風
に
宅
処
分
す
べ

き
の
み
」
「
我
は
心
に
が
古
狸

細
川
出
東
方
の
懸
友
争
調
絶
す
る

も
の
な
り
」
。
論
告
個
人
の
朝

見
」
「
対
票
差
薬
害
、
戦
滑
固
と
の
通
商
貿
易
還
し
両
に
な
る
。

勝
世
菌
剤
に
し
て
浮
き
立
つ
世
国
が
共
に
繁
栄
す
＠

ζ
と
に
よ
西
出
伸
文
明
を
い
ず
轟
く
取
り

鈴
に
対
し
、
菌
へ
の
賠
償
金
抱
ア
ジ
ア
の
安
定
に
護
る
と
い
・
去
、
ア
ジ
ア
に
お
い
ず
薩
一
、

と
領
土
の
分
割
晶
玉
県
求
ず
べ
き
角
福
論
は
、
ま
こ
と
に
ユ
－
丁
旧
態
を
脱
し
た
明
治
の
日
本

鮮
改
革
派
に
対
す
る
支
援
も
失
で
な
い
と
の
考
え
を
公
開
で
炉
、
ク
で
あ
る
。
彼
は
と
の
抱
負
を
は
、
新
国
家
形
成
の
舎
道
程
で
、

敗
し
たζ
と
へ
の
挫
折
暗
と
償
譲
す
べ
く
、
俗
し
ま
れ
つ
つ
一
稲
の
膨
翠
量
的
な
需
に

。

激
の
念
の
霊
ル5
2

れ
る
教
導
団
以
来
の
盟
友
の
憲
一
包
京
て
い
た
．

ζ
の
中
に
は

ζ
の
社
説
は
、
甲
申
事
容
の
笠
諭
吉
よ
り
お
歳
下
の
荒
尾
精
と
共
に
退
役
し
、
明
治
お
年
、
引
園
権
井
国
民
総
、
あ
る
い
は
欧
化

富
治
隠
す
月
日
自
に
発
表
は
愛
知
県
の
出
号
、
聾
教
警
上
海
に
て

B
m貿
易
研
究
品
粋
と
は
延
長
を
も
っ

さ
れ
た
。
海
図
を
出
・
？
袋
、
参
謀
本
部
に
所
を
設
立
し
た
。ζれ
は
一
種
風
潮
が
出
て
く
る
。
と
の
叫
露

近
代
化
へ
の
窃
力
を
怠
る
国
勤
務
し
た
優
秀
な
箪
人
で
あ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
は
今
も
変
ら
ぬ
よ
う
戸
」
。

A 
寸

泉

潤
太
郎

。

時
代
を
先
駆
け
た
荒
尾
精

闘
闘
闘
闘

凌
知
大
学
東
恵
問
文
＠
院
大
学
記
念
セ

ン
タ
ー
は
初
日
午
後

1

時
半
か
ら
、
愛
大

盤
織
校
舎
研
究
館
で
公
開
様
相
刷
会
を
行

う
。
輪
開
聞
は
東
光
容
隣
院
主
の
村
上
武
氏
。

村
上
氏
が
「
『
学
問
の
す
す
め
』
『
脱
原

盤
と
競
馬
樹
先
生
の
思
想
」
字
続
演
す

る
。
聴
講
自
由
。
入
場
無
料
。

は
、
欧
米
列
強
に
よ
っ
て
分
割

さ
か
」
一
主
む
毒
な
い
、
日

本
も
欧
米
安
包
に
東
ア
ジ
ア

の
分
割
に
加
わ
る
べ
貴
た
と
す

る
滋
説
、
の
ち
の
「
脱
亜
鈴
」

に
ひ
き
継
が
れ
る
内
容
そ
こ
の

義
か
も
つ
ζ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

こ
の
m
年
後
、
つ
い
に
包
消

験
争
が
始
ま
る
ζ
と
に
な
る
。

そ
の
頃
、
荒
尾
精
は
「
対
山
崎
窓

総
師
の
村
ト
由
民
民
は
、
「
東

方
策
荒
尾
精
先
生
遺
作
復
刻
」

ゃ
、
「
楢
郵
巳
人
濃
尾
綿

l

村

ぃ
薙
ニ
弱
、
村
上
武
町
謂
」
の

と
共
に
、
精
閣
の
物
産
学
級
う
出
版
を
個
人
の
力
で
な
し
、
荒

商
会
で
も
あ
り
、
研
究
所
が
出
馬
橋
に
対
す
る
傾
注
に
は
並
々

板
し
た
謹
一
の
翼
さ
ん
）
な
ら
ぬ
も
の
が
き
。

に
な
る
「
満
開
通
商
総
覧
は
陥
商
「
『
営
聞
の
す
す
め
』
『
脱

皮
な
学
術
的
側
慨
を
も
っ
す
ぐ
車
検
』
と
策
局
鮒
先
生
の
思
想
」

れ
骨
伊
』
ジ
ネ
ス
穏
で
も
あ
句
と
息
す
る
締
測
は
、
き
な
臭
い

時
代
を
先
駆
け
し
す
書
記
～
故
級
輸
が
庖
（
か
ま
び
す
）
し
い

る
。
純
国
・
漢
口
に
3

年
滞
在
か
、
臼
瀦
貿
易
研
究
所
は
数
年
昨
今
、
大
い
に
傾
胞
に
慨
す
る

し
が
携
の
帰
理
事
は
参
謀
聞
で
解
散
す
る
が
、
明
治
選
、
も
の
と
思
う
。

総
長
も
激
自
問
し
た
内
容
で
あ
東
盟
問
文
窃
隣
同
恨
源
一
院
長
）
〈
密
知
大
学
・
中
日
大
辞
典
綱

る
。
と
り
わ
ぜ
臼
本
の
今
後
は
と
し
て
饗
獄
、
議
挺
す
る
こ
と
祭
主
幹
）

村
上
武
氏
が
公
開
講
演
会

初
日
、
愛
大
豊
橋
綬
舎

村
上
氏
は
父
・
徳
太
郎
が

1
9
3
1

〈
昭
和6
〉
年
に
創
立
し
た
東
光
時
院
の

院
主
を
均
年γ毒
揺
さ
』
、
現
在
、
悶
察

院
機
関
紙
「
包
光
」
の
綱
策
・
発
行
者
五

U

務
め
て
い
る
・

鵠
溺
で
は
「
東
亜
同
文
也
院
の
伊
統
の

慈
凝
は
荒
婚
の
精
神
に
よ
っ
て
い
る
」
と

し
つ
つ
、ζ
の
荒
尾
の
思
想
券
椙
市
部
翰
宵

と
の
対
比
で
解
説
す
る
。
（
荒
雨
時
の
ブ
ロ

フ
ィ
ル
に
つ
い
ず
ん
ほ
今
衆
氏
の
寄
稿
冷
穆

熊
〉
（
本
多

8

」
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諸事項の紹介

周司

霊

童

三

重

言

霊

ｧ 

ｧ 

言

言

雲

雲

さ三

塁

奈fヤラ号口湾~

画
大
で
創
成
期
振
り
返
る
ス
う
自
国

芸事主2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 1 3 日（水曜日）

ヨ持斤 舟耳『

397 

一
映
像
で
振
り
返
る
創
成
期
一

Z
2
つ
重
要
」

一
一
を

1
6
8

枚
の
ス
ヨ
イ
ド
で

←
ロ
目
愛
犬
で
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
一

一
一
振
り
返
る
。

巴
晶
一
戦
後
嗣
も
な
い
こ
ろ
の
愛
犬
一
会
場
は
研
究
館

1

階
の
第

宅
一
創
成
期
に
つ
い
て
知
見
が
深
一

l

・
第2
会
韻
室
。
上
映
会

4

誠
一
く
、
今
回
愛
知
大
学
東
蛮
同
一
は
約

1

時
間
支
予
定
し
て
い

－
宗
一
文
議
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
ミ
ス
護
料
。
問
い
合
わ

一
の
求
め
に
応
し
干
て
、
上
映
会
一
廿
ほ
同
セ
ン
タ
ー
（

0
5
3

日
叩
尚
一
を
蘭
て
。
一

2

・

d
・
4
1
1
1

）
へ
。

未
開
一
撃
「
霊
同
文
農
一
重
量
）

官
、
一
翠
ど

E

2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 6 月 6 日（水曜日） ヲ守口安定3帯主
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③ 量稽定D；·膏掴町E蝿

東
亜
同
文
書
院
か
ら
愛
大
ヘ

陶芸家の古橋尚氏

6 月 13 日（水）諮誌~芸芸i·東日新聞

一
陶
A
Z
f
ぷ
の
討
栴
尚
さ
ん
が

一
口
臼
、
川
町
一
知
人
公
血

M
m別
代
合

一
大
学
記
念
飢
で
「
愛
知
大
学

一
削
成
問
問
と
頭
取
同
文
台
院
紙

一
帯
引
の
川
町
山
悼
と
ナ

i
i

シ
ョ
、J
」

一
レ
）
制
し
て
ス
ラ

f

ド
上
映
会
一

を
汀
っ
た
川

E
h宅
一
十
日
約
さ
ん
は
、
陶
芸
の
か
’

凪
幻
一
た
わ
ら
伝
統

X
化
や
人
物
の

哩
を
一
研
究
を
し
て
い
る

h

昨
年
変

園
間
一
大
で
聞
か
れ
た
「
変
州
大
小

川
似
て
目
以
則
の
が
般

l

り
内
パ

司
、
‘
岬
崎
学
一
ネ
ル
川
町
」
を
見
た
際
ス
ラ
イ

司
‘
浅
沼
大
ド
じ
を
思
い

J
ち
、
阪
一
室

、

t
h
J
S
「
即
知
i

一
：
ー

同
引
越
愛
公
許
し
た
お
同
文
夜

明
踊
で
＋
ヘ
以J
g
七
、
〆
タ
l

の
川
也
知

か
ふh
f州
駒
山
吋
下
内
さ
ん
に
復
仇
し
て
今
一
山
の

僚
と
ン
ド
引
一
上
映
会
主
ぃ
叫
し
た

U

一
畑
町
川
が
ん
が
外
同
に
川
町

1

川
一
一
一
一
一
説
ス
二
一
一

4
5

却
人
の
参
加
ー
ご
し
た
詰

ω
長
で
あ
る
こ
一

ー
イ
に
ふ

U
j
i
－
－
…
～
を
別
に
、
党
ト
ヘ
の
日
山
内
ベ
で
あ
一
と
や
、
山
川
刊
で
中
山
か
－
勺
引

’
R
附
叫
掛
る
山
一
州
向
山

H
A荷
院
大
口
寸
の
日
一
き
山

h
Mる
ニ
と
に
な
っ
た
と
一

立
の
料
消
か
門
川
町
史
を
た
ど
一
さ
、
収
削
が
命
が
け
で

V
M

一

r
Jた
r

か
っ
と
ト
一
応
に
中
川
つ
－
一
山
と
吠
拍
鴻
を
山
←

h
J
h
叩
っ
た

一
た
ご
ろ
川
九
日
誌
の
い
主
主
と
一

4
ピ
ソl
ド
な
ιが
ほ
ん
さ
一

品
、
一
ヘ
－
寸

J
I

ド
で
川
し
な
が
『
れ
た
、

-ｷ , ..... >;’ t 
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諸事項の紹介

④ 東日新聞器.~説話＇ 6 月 15 日（金）

翠霊翠語蔚足量買産調躍
？震 豊橋市美博の館長らに展示法聞く

州
川
崎
巾
宍
M博
物
館
の
タ
ほ
っ
た
。
干
の
砥
矧
喝
さ
ん
の
呼
び
か
けm
g
Zは
、
松
岡
を
保
護
す

壁
謀
長
と
袋
詰
川
一
同
大
で
は
志
望
か
ら
一
で
、
よ
り
緊
の
闘
の
高
め
る
た
め
に
震
防
止
の
照
明

袋
詰
臼
、
語
大
学
坐
大
常
命
問
委
脅
し
て
一
る
た
め
に
専
門
家
の
覧
を
一
に
す
る
こ
と
や
、
警
官

詩
文
部
院
大
学
記
念
セ
ン
芙
学
関
連
の
資
料
の
襲
笠
間
く
こ
と
と
な
っ
耳
石
レ
プ
リ
カ
の
茨
安
ど
す
る

タ
l
室
抗
、
読
の
繁
一
一
容
－
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
一
載
さ
ん
は

m
m近
、
民
主
必
援
が
あ
る
こ
と
な
定
信

方
法
な
ど
に
つ
い
て
島
田
を
一
記
念
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
尚
一
審
乞
訪
れ
る
市
民
が
憎
え
て
一
備
し
て
い
た
。

－
－
－
－
－
－
－
司
一
き
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
上
一

l
i
l
l
1
1
1
1

泊
・
・
・
・

F
一
で
「
今
ま
で
は
媛
大
の
宝
を
一

・
・
・
園
描
一
眠
ら
せ
て
い
た

A最
も
っ
一

・
・
・
・
・
・
圃
醐
と
多
く
の
方
々
に
、
地
時
の
一

＼

d
組
組... 
綴
一
大
学
に
鼠
沼
な
－

X
化
財
が
あ
一

・
λ
極
通
岨
閣
議
一
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
一

匹
・
眠
臨
鶴
子
い
」
と
訴
し
た
。

圃
圃
圃
園
圃
圃
眠
館
一
ま
た
、
同
席
し
た
隠
大
ち

圃
園
田
原
一
義
佼
で
謀
議
採
役
員
一

薗
圃
園
田
園
金
一

樹
園
田
園
圏
く
一
も
務
め
た
大
島
獲
さ
ん
は
←

蕗
圃
圃
園
田
間
一
「
緊
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
一

で
j
沼
渇
時
一
室
町
窓
ど
人
材
も
町
昆
し
一

泌
総
蛾
一
て
い
く
こ
と
が
必
柄
引
。
将
主

主
一

J
刊
の
一
的
に
は
大
学
の
竪
博
物
館
一

調
艶
誠
一
を
目
指
し
た
い
」
と
術
恕
を
一

翻
盟
関
一
話
っ
た
。
一

匹
醐
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6 月 14 日午前、豊橋市美術博物館の金原宏行館長および、後1事消司高1］館長のご前名が、

本学~橋校舎のm::;n;:同文書院大学記念センターを訪問された．肉センターは大学記念館内

の「大学史展示室」の移転、務官ii をこの 4 月に実路したが、さらに既設の f%!JP.同文書院

大学泌示室J のリニューアルと大学史展示室の二期盤備を進めるために、またセンターの

r b.；の会J を立ち上げる梢怨を具体化させるために、実績をあげている同博物館・のご意見

をラかがうべく捌いたものであり、ご1<L1名は束!IEIHJ文議院を含めた本学の歴史に関する品

展示を、興味深くご‘覧になって下さった。

弘11大学史展示室の案内を担当したが、学生・卒業生・学外の人と、それぞれに応じた

説明が袈求される難しさを改めて鶏！~＼した。展示案内の前に行なった意見交換では、セン

ターー委員より「本学に総合1専物館を将来作りたいj との声もあり、私も同感だが、それま

亡には資料保管の徹底、各部局で行なっている民示活動の共！日j化など、取り組むべき諜犯

はたくさんあろう＠ a歩ずつ進めていくためにも‘この場を借りて皆織のご意見・ご理解・

ご協力をお願いしたい。
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学
校
教
授
。
盟
問
、
昭
和
初

1
初
年
、
変
知
人
間
性
」
「
学
究
時
代

1

法
「
忽
商
減
判
所
事
務
総
長
時
の
タ
イ
ト
ル
で
、
本
問
先
生

意
李
創
建
、
本
間
応
磁
器
の
創
立
章
、
社
会
査
U
年
か
号
＆
肉
英
・
大
震
2

室
長
、
昭
和
制
の
獲
を
時
代
別
に
紹
介
し

空
先
生
詣
窓
す
る
展
示
・
経
済
思
想
家
で
強
立
自
噂
米
・
独
・
仏
に
患

τ
、
大
5
日
制
年
、
第
4

代
学
長
、
昭
て
い
る
。

票
、
愛
知
大
学
重
要
主
芦
轟
吹
す
る
脱
翠
鈴
正
均
年
、
東
京
関
税
大
学
認
を
は
愛
知
穴
学
唯
一
今
回
展
示
す
る
も
の
は
本

省
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
の
省
、
福
沢
働
省
で
あ
り
、
一
（
現
・
一
総
大
学
）
教
綬
。
の
名
哲
学
長
と
な
っ
た

1
以
間
窓
附
蔵
の
逸
品
で
あ
り
、

1
階
に
新
設
さ
れ
る
。
方
、
西
の
同
志
社
大
学
の
創
昭
和
白
年
に
愛
知
大
学
の
前
来
、
陰
に
な
り
日
な
た
に
な
そ
杭
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て

銃
橋
市
制1
0
0
周
年
の
立
者
は
、
教
育
家
・
宗
教
家
身
と
い
わ
れ
る
疎
通
同
文
相
官
っ
て
愛
知
大
学
を
終
生
支
え
本
問
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

時
、
銀
総
市
は
「
近
代
鐙
総
L

‘l，
か
か
わ
る
物
読
や
、
関
守
、

山
花
銭
い
宮
山
本
間
喜
一
記
念
展
示
室
を
新
設
明
ァ
れ
れ
、
駁
以

中
で
、
学
者
・
警
の
分
野

1
1
1
1
1

越
知
専
る
つ
）
な
ど
の
愛
慰
霊

で
は
唯
一
人
、
本
間
醤
一
先
慶
一
小
す
る
。
ま
た
、
滋
高
裁

集
中
書
出
さ
れ
た
。
「
陸
軍
で
キ
リ
ス
ト
教
占
毒
の
教
育
院
教
授
と
な
り
、
副
轄
を
て
き
子
求
問
先
隼
の
盆
削
が
、
時
代
の
恩
師
で
あ
る
三
測
忠

跡
地
に
市
内
最
初
の
大
学
で
を
抱
げ
る
新
島
耐
置
さ
伝
え
ら
し
て
上
海
へ
。
昭
和
ゆ
年
に
前
述
金
巾
制

1
0
0

周
年
を
彦
初
代
長
官
ゃ
、
一
高
お
よ

あ
る
旧
制
愛
知
大
拾
を
創
立
れ
て
い
た
が
、
挫
織
市
制

1

は
東
混
同
文
轡
続
安
大
学
に
般
に
一
舟
浮
上
し
た
こ
と
か
ぴ
東
大
か
ら
の
親
友
で
あ
る

し
、
創
始
期
の
穴
学
の
鉱
充

0
0

周
年
以
来
、
本
閲
官
官
一
昇
格
さ
せ
、
敗
融
制
と
と
も
に
ら
、
「
笈
知
大
学
創
立
者
・
田
中
耕
太
郎

2

代
長
官
と
の

に
尽
力
し
た
」
と
あ
る
。
蛮
氏
の
名
前
が
浮
き
彫
り
に
さ
同
大
学
学
長
と
し
て
閉
校
、
本
間
喜
一
展
示
室
」
室
東
蔑
関
係
を
如
実
に
表
す
貴
重
な

糸
の
町
、
明
蔀
の
町
か
ら
、
れ
司
令
会
つ
に
な
っ
た
。
帰
国
し
た
。
恩
人
笛
院
完
詑
キ
右
ン
タ
資
料
も
墨
示
す
司
令

文
島
市
に
誘
導
し
た
の
が
問
治
剖
年
筆
抗
の
本
間
そ
し
て
賂
翌
年
、
費

l

内
に
般
け
る
こ
と
に
な
っ
（
愛
知
大
薬
草
同
文
号

本
問
先
生
で
あ
る
と
い
う
。
先
生
は
、
犬
正

4

年
、
東
京
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
大
学
た
。
院
大
学
妃
念
セ
ン
タ
ー
客
員
一

台
く
か
ら
、
官
民
は
早
稲
田
帝
国
大
学
法
制
を
辛
議
後
、
の
数
時
制
民
と
と
も
に
愛
知
大
勝
目
佳
久
セ
ン
タ
ー
長
の
研
究
員
）
一
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諸事項の紹介

周到~斤ヲ干口合長言牽芝

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i

－
－
J

長
代
理
〉
ほ
か
悶
名
の
教
鴎
潜
院
生
は
寝
先
し
℃
そ
の
分
校
教
授
会
は
学
校
の
存
穴
学
側
は
学
生
の
転
入
学
変
知
大
学
設
匁
の
基
磁
と
一

両
団
は
自
白
」
草
創
設
問
懇
話
銭
産
品
い
閉
山
川
転
向
説
れ
わ
れ
凶
器
問
一

＼
－F

誌
が
あ
り
、
主
卒
業
時
葬
祭
開
校
さ
れ
た
。
東
同
文
護
の
伝
統
で
あ
畠
何
回
、
護
者
閥
系
る
実
、
県
議
大
な
ど
へ
数
て
現
在
語
李
に
穴
切
に

4

J
t弘
伊
こ
行
わ
ね
る
潟
実
旅
行
は
盛
岡
文
鎗
院
大
学
遅
々
た
国
語
教
育
は
符
わ
れ
た
。
問
と
、
中
聞
か
告
さ
君
主
の
伝
祭
実
現
し
た
の
所
蔵
さ
れ
℃
い
る
：

人
口
口
欝
輔
圃
伊
世
議
比
と
い
っ
て
過
宅
池
ト
良
は
当
時
日
本
に
居
た
校
の
中
間
襲
撃
事
務
委
学
生
や
議
員
も
加
わ
引
き
揚
げ
が
索
、
こ
の
池
長
は
講
義

2

R
臨
繍
盤
同
ま
な
い
、
ま
さ
に
煎
盛
岡
文
た
め
、
思
議
思
議
議
』
は
、

1
枚
1
放
が
ガ
り
、
総
員
約
2
4
0

名
と
な
賢
官
間
に
合
わ
な
か
っ
事
整
理
し
て
、
郷
町

議
選
‘
漢
の
一
大
警
あ
っ
有
さ
れ
た
。
り
版
で
印
刷
さ
れ
た
。
差
っ
た
。
し
か
し
、
学

E
E

述
の
き
目
的
と
の
議
官
号
、
そ
の
後
‘

i

一
一
一

J司
警
の
大
首
選
壁
学
生
は
般
事
足
っ
て
同
士
の
中
国
語
審
線
開
も
の
塁
み
は
滋
に
立
与
、
し
て
、
昭
和
在
日
月
日
臼
愛
知
大
三
創
設
に
主

去
る9
月
羽
田
午
後1時
と
し
て
選
按
さ
れ
た
究
才
捌
か
生
勤
労
隊
員
と
し
て
一
日
上
級
生
が
下
級
年
生
指
導
す
日
月
日
目
を
も
っ
て
授
業
の
に
愛
知
大
学
が
設
立
さ
れ
り
、
そ
の
後
、
愛
知
大
学
教

午
よ
り
、
愛
知
大
学
申
誠
同
い
で
あ
り
、
戦
前
、
帝
大
・

4
時
間
は
呉
羽
航
一
抽
出
械
工
場
る
伝
統
的
な
形
で
は
な
か
勺
打
記
切
り
か
決
定
さ
れ
た
。
た
。
呉
羽
の
諮
問
伎
は
愛
知
授
、
法
目
的
学
部
長
、
凶
怠
館

文
省
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
隆
士
と
単
ん
で
受
敏
生
の
人
｝
B
l

，E・
I・
’B
，
E
－
f

大
学
申
ん
と
し
て
卒
業
す
る
者
長
な
ど
か
一
際
伝
し
、

1
9
8

自

主
催
の
講
演
会
同
校
で
5
3

ミ
更

E
a
c

－
一
一
遺
言
に
色
＝
ま
に
の
ぼ
勺
た
。
9

年
定
年
退
職
、
基
義
一

謀
議
室
。
重
量
襲
撃
束
郡
抑
制
町
民
同
室
長

5

2

要
1
i

；

1
3

、
議
癒
護
機
藤
誠
一
際
藤
泰
館
内
喜
一
芳
郎
が
占
領
満
塁
は
、
義
明
羽
分

か
っ
た
護
保
た
ちi」
と
警
の
需
に
よ
L

に
議
事
厳
格
一
ィ
：
一
国
務
箪
に
よ
る
震
の
寸
前
、
池
校
在
校
し
た
ま
訟

題
し
℃
、
Z

一
言
渡
航
す
る
こ
与
す
で
に
不
て
し
可

G
E

宣
ズ
宣
言
上
先
生
ら
警
の
呉
羽
分
校
言
係
者
も
九
思
想
系

労
救
出
店
が
総
測
し
た
。
池
上
司
簡
で
あ
っ
た
。
煎
箆
同
文
‘

1
1

・
ー
’
ー
の
教
問
問
と
一
ザ
生
か
と
い
釈
し
、
参
会
脅
し
、
般
財
応
答
で
は

救
援
当
時
、
兵
器
警
護
大
学
（
昭
和
記
李

1
池
上
貞
一
・
愛
大
名
誉
教
授
の
講
演
会
同
一
催
、
こ
の
需
絡
を
覇
軍
な

m
J＝が
あ
り
、
密
一

中
国
泌
を
教
え
、
同
校
の
際
に
界
焔
）
は
止
む
乞
刷
字
、

i
ー
さ
せ
た

0
1

・
で
あ
っ
た
。

校
に
際
し
て
滴
鉱
山
叩
務
ぞ
拘
一
部
の
教
職
員
を
内
地
に
派
で
工
一
回
と
し
℃
轡
己
、

3

時
た
が
、
少
し
で
も
発
活
の
で
閑
捌
瑚

警
官
。
遣
し
分
校
高
殺
し
て
新
入
間
は
授
撲
を
丹λけ
る
毎
日
で
き
る
者
砲
を
指
学
る
形
制
劃

東
軍
同
文
書
院
は
、
却
世
々
を
容
れ
る
こ
と
と

L

た
。
あ
っ
た
。
で
続
け
ら
れ
た
。
繍
糊
縄

紀
初
め
の
明
治
例
年
に
煎
並
当
時
、
富
山
県
総
呉
羽
村
す
で
に
戦
争
は
日
に
日
に
自
月
間
口
口
の
終
戦
に
よ
持
謝
知

同
又
会
会
長
の
近
術
篤
回
目
（
現
缶
の
箇
山
市
川
内
沼
山
〉
厳
し
さ
を
相
し
、
昭
和
初
年
り
、
日
本
人
一
の
似
乱
の
中
駐
日
時

一
が
、
中
間
・
よ
一
向
に
諮
一
し
に
あ
っ
た
呉
羽
航
一
議
叫
（
株
）

3
月
の
東
京
大
学
説
Z
1皮
切
で
、
六
学
自
体
の
存
続
も
不
明
抵
川
一

一
た
議
で
き
。
凶
中
の
友
は
、
室
岡
文
護
の
卒
業
り
に
、
地
方
都
市
へ
の
義
理
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
金
一
茂

一
好
協
力
と
通
商
交
易
の
発
展
生
が
副
社
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
激
し
く
な
っ
た

ω
8
月
l

樹
の
手
配
が
つ
か
ず
、
分
校
…
←
洲

一
に
役
立
つ
人
材
の
筒
成
を
闘
も
あ
り
、
同
工
濁
の
山
地
物
在
日
夜
、
白
山
市
も

g

却
の
穴
は
休
校
と
な
り
、
学
年
は
会
匂

竹
山
一
’
一
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

l

借
り
る
と
と
に
な
っ
た
。
毒
を
受
け
、
市
街
は
ほ
ぼ
「
郷
里
に
刷
用
コ
」
行
っ
た
。

f

《
一
月
一
ル
で
あ
令
中
図
的
教
省
と
こ
う
し
て
、
昭
和
初
年

7

焼
け
野
原
と
な
り
、
3

千
人

巾
闘
に
閲
す
る
問
教
育
に
月
官
、
斎
伯
守
謀
長
（
学
警
の
市
民
が
慨
は
先
ん
え

2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 10Jl24B （水曜日）
，，、ヨ植樹，胆明all珂

。

＝
一
一
一
一
一
三
一
一

Z
一
三
一
－
一
一
一
正
一
日
一
一
一
一
－
一
一
一
言
一
喜
一
三
一
＝
＝

Z
E
E
－
＝
＝
一
一
一
三
一
一
＝
＝
一
一
芸
圭
一
一
＝
＝
＝
一
＝
一
品
三
＝
量
一
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
日
－
一
五
記
一
言
一
号
一

2
E
ぶ
信
三
ニ
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
王
宮
一
一
一
一

= 
ニ

妄
= 戸

= = 
宮

= 三己

= 

-= 
= ニ= = 

- = 

-~ 
= 
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Q 

愛

電巳奇
主震設

語さ
に商
:J 氏
自の

会議
1 毎
号量h 世

設へ

ミ厚越知

2 0 0 7 年（平成 1 9 年） 1 0 月 2 5 日（木曜日）

「
東
は
、
六
限
協
同
一
闘
の
日
干
の
教
授
・
激
職
員
と
共
に
袋
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と

稲
田
・
稲
沢
警
の
腿
応
畿
大
盗
殺
し
、
均
年
に
議
譲
や
愛
火
装
の
品

1
0

接
、
商
は
、
新
島
町
時
の
間
宮
崎
両
裁
判
所
初
代
制
務
総
反
と

0
0

点
以
上
の
中
か
ら
幼
う

社
」
と
い
う
総
織
が
世
間
に
な
っ
た
。
昭
和
例
年
、
愛
知
印
点
や

5

つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

あ
る
。
大
学
長
と
な
り
、
昭
和
初
年
分
け
て
展
示
す
る
。

し
か
し
、
中
部
を
代
表
ず
に
震
大
限
一
人
の
名
出
向
学
長
。

ゐ
愛
知
大
学
の
創
設
省
・
木
患
っ
た
。
「
本
間
喜
一
の
袋
い
老
ー

問
認
一
に
対
す
会
総
織
は
締
本
間
氏
は
終
往
除
と
な
り
コ
ー
ナ
ー
」
だ
は
、
必
愛
に

J

ぃ
。
日
向
と
な
っ
て
震
大
を
支
え
満
ち
た
家
族
の
写
真
、
小
学

本
間
氏
は
昭
和MM年
、
愛
て
歪
た
が
、
世
代
交
托
の
中
校

I

銀
生
の
次
男
・
智
一
郎
一
泣

大
の
撃
で
中
甲
上
婦
に
で
本
間
氏
の
功
績
を
知
議
室
い
た
父
本
慢
の
似
顔
部
込

あ
る
霊
同
文S
院
大
学
ヘ
民
や
教
臓
｛
ぬ
が
少
な
く
な
っ
総
な
ど
マ
「
第
時
代
コ

l

躍
也
．

波
っ
た
。
昭
和
同
年
震
に
て
い
っ
た
。
ナ
l

」
で
は
、
一
高
・
実
、
臨
；
凶
目

就
任
し
、
敗
戦
に
戸
志
な
い

O

一
橋
大
学
、
横
取
、
判
事
、
ナ

l

」
で
は
最
高
裁
判
所
初
頼
需
や
「
由
来
印
」
、
愛
大
事

選
同
文
露
大
営
朗
校

C
E

長
、
平
成
時
年
裁
判
官
時
代
、
商
法
小
切
干
代
書
や

2

代
間
出
耕
太
郎
件
で
の
「
衆
議
院
法
務
愛
国

し
て
臼
本
に
周
る
。
凪
田
橋
市
制
1
0
0
周
年
に
あ
法
の
総
議
曾
（
六
－
止
は
年
）
長
昨
日
と
の
関
係
凶
ゃ
、
本
間
滋
諒
」
「
昭
和
初
年
の
般
繍

間
利
引
伴
、
泌
外
の
大
学
た
っ
て
「
近
代
鐙
橋
の
陵
史
や
「
判
決
さ
マ
「
東
蛮
同
氏
の
事
務
総
長
壁

V」
、
文
化
協
会
の
文
化
賞
」
玄
人

を
彩
る
人
た
ち
」
お
名
の
な
文
議
院
時
代
コ
ー
ナ
ー
」
で
緑
町
「
裁
判
所
」
に
対
す

Q

問
・
本
間
喜
一
の
替
問
コ

l

－
町
長
す
て
謀
説
叡
顧
問
J
b
p
f話
器

1
1
1
1
1

：
：

ζ
れ
を
機
に
、
愛
犬
や
護
生
活
や
衡
の
綾
子
。
本
山
剛
氏
改
革
」
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。
一

t

、
‘
に
「
愛
知
大
学
創
立
者
去
を
の
一
去
る
芸
、
事
誌
で
各
市
町
（
愛
知
事
同
文
号
、
ご

間
前
世
一
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
「
恩
納
裁
判
所
時
代
コ

l

付
伎
や
有
識
者
へ
の
街
附
依
タ
｜
客
員
研
究
員
）
一 鍵~~，，~~：－－j

－I
w－τ
。

L
F
4先
日
円
、

4

寺
中
刊
一
司

国
－TT｛
一
年
九

R
L玄

内
開
発
大
虫
色
哲

ふ
問
・4
一

零
欝
募
掛
謀
議
才

一
終
日
殺
す

S

8
1言
、AA
H

竺
”

t今

J匂

408 



諸事項の紹介

③ 11月 5 日（月）識盗瀦路｝東日新聞 ③ 10月 19日（金）絡事説話）東日新聞

置車務読経鰐棄室経験口｛
隠れか 移のおっ新生・に岡 、コ：s. l 芸§. I ) r;=-~＝辺国国苧司君ーでで＝ーー→＝＝ー官富田＝＝＝田＝－＂ ：·＝－呂日昌＝

！｝~，日巨喜型炉問委i；，二 l l li~--1 ~ぺれ でむ［I H;tiHU ~H1u里J l 同懇話号副議日間
I !di~；明 ifi!in店主；；工；！！！盟議 詩 情評議ii 1\i 可己的 t 、 ス愛勾じこ；
持言説会事 報三白！！~tit i践の軒語~~！ I ぞ草書護憲蓄量室長

時差号室前向！｜寝言明 liHHHU民主謀 j 雲ど妥号室守詳しI\ !i ； ~ir；↓参 1 文員刊

i設立ii 主主i n;1Hnu~；；型車；li!i
；缶詰』i 察署持基準到し」i主義：~； ＝~子~~＝＇
:;1un I E ll!Hn 1睡轟 ilflH 紀翠色バ露国岡醐鞘鱒調 I ~極量購璽薗贋麓童画~仙宮里

離L国瞳盤襲撃｜量購曝調和
量圃圃薗圃圃圃圃園臨旗開 j l園田鶴轍騨翻盟国会号室号！
i霊罷覇田園匝彊語圏； l毒誤認貯ンター明を受け忍）手重吉 l

I 

．崎温置商店~講習田恒竃I掴

40J宮



i
p
F‘
p
h
t

・
－
h

島
h
e
g’
E
B

－
－

d
F
2

・
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

忌
L
A
』
守
市
場A
L
広
章
、
F

」
、
司
ゆ
Z
3
4

二
M
q
3
F
E

愛
犬
倉
宣
告
t
ι
尋
問
喜
一
民
弱
点
到
る
。

4

：
’
－
－
：

1

－

a
1
J

・
司
、
司
；
園
平
日
の
午
前

9

時
半
か
ら

）
一
豊
橋
校
舎
に
コ
ー
ナ
ー
完
成
午
後
4

時
半
ま
で
見
学
で
き

一
る
。
問
い
合
わ
せ
は
愛
大
東

蝿
一
愛
知
大
学
望
者
の
福
一
塁
君
広
さ
は
約
翌
一
は
議
書
、
襲
警
、
新
亙
受
容
院
大
学
記
奪
ン

臼
一
一
喜
一
氏
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
一
方

M
。
本
間
氏
の
著
作
「
手
形
一
島
麗
ら
に
匹
敵
す
る
人
物
。
一
次

l

（0
5
3
2

・
初
・
4
1

日
一
ー
が
、
愛
大
慾
栂
校
舎
の
大
一
滋
・
小
切
手
法
」
を
は
じ
め
、
一
彼
の
索
附
ら
し
さ
を
知
っ
℃
一

3
9

）
へ
。
（
竹
下
貸
借
）

町
一
学
記
帝
注
目
館
（
盟
会
問
）
に
完
一
裁
判
官
時
代
に
密
い
た
判
決
一
J
L
・

－
一
成
し
3

目
、
オ
ー
プ
ン
す
る
。
一
文
、
寄
院
大
の
引
き
揚
げ
記
一
一
時
・

1

一
約
一
加
点
の
資
制
で
学
生
時
代
一
録
普
ぬ
話
事
輯
が
業
主

制
一
か
ら
、
愛
大
学
長
時
代
ま
で
一
ま
た
ス
テ
ッ
キ
、
稲
子
、
実
一
司

9

一
の
活
顕
在
紹
介
す
る

b

一
印
、
め
が
ね
な
ど
、
本
岡
氏
の
一

む
太
閤
氏
は
震
大
の2・
4

蚕
智
官
雨
風
雲
事
むQ。
一

一
判
一
代
営
問
で
、
大
学
設
立
で
中
一

1
B

は
内
覧
会
が
あ
り
、
一

パ
一
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
私
一
大
学
祭
患
十
ん
で
い
る
名
古
一

v
・

2
思
議
げ
打
っ
て
大
学
の
発
一
同
盟
校
合
の
学
生
が
訪
れ
、
見
一
氏

。
一
一
服
に
貢
献
し
た
。
愛
大
に
閲
一
学
し
た
一

h
l

M
一
わ
る
程
、
数
判
官
、
中
国
上
一
実
重
要
護
大
学
一
般

；
一
一
級
の
東
翠
問
文
総
院
大
学
学
一
号
宅
ン
タ

l

客
員
研
究
員
一
羽

一
一
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
一
の
越
知
出
押
さ
ん
は
「
本
間
氏
一
日
乞

タE口 庖間来斤雪詮予定

掴圃臨醐幽・・曝

19-16（昭和211年曹に k悔より'61唱し、その悼のうちに世相k宇を(Ill）民げた,I,間
出寸1. lo}llli羽扇郡白包晶逝匝世骨1郡山町t制25)1（！.持盟随初代71;骨量
去をう吋τ量国土？R!21t宇』圭にa主任Lた．書副こ学誌を小純粋掃に神aしたの
ち.•J、掛井田急遜をうけてE由民羽田制30）停に慣 i代字詰として出輸した. l'k坦111/1
血3S}qミ由学長辞伍まで．本間および量短大令部園大t訟は健に国面したζとt二τ山
ての詩句11. 鼠示直A•BIこ怠る Iii士郁件Jr揖崎晶遭但」，11肱j などのコーナー
をS即された店、ここではモれら＞JI件・事官師二討する本間申寄島として. rプレイプ・
ヲ,t-. ；，.ャスティX (il!iiに対Lτ民政であれ）J 回附車町もと‘~曳かつ蛤！！！と
した対応をつら由主たととを強昂しτお宮たL、

＇・柑柄本I拡散卵胞｛閣制η年では r似時前日ヘ量ょが邸（， ;, 
t去ってしま到として学臨僻することは廿、性帥説．弁蹟主にl'lll憶え 岬
し、 a削＝山聞にー酷体制哨此個fai!初一縄問町村九：f
で11. f大宇部つ尉1τも学生を担Littす＇l,l:V'C:但車自陣嵐主立 」止 f夫容－.： ,, 

必~忠明対ー！？燃浮島章、，引
五勺；？
庁＇＇＼：.,., ~. 

~: 

守

-
ti 
” 入
品
五
、

~ 

ロロロロロロロロ。ロロロロロロロロ

a比一一一

一－. ' 一式. 
-. 

本間氏の偉幾を書置り返る展
示室＝変知大学記念館で

昆詞表Fト

,u IU ti 
謀議割：＼;l）九騨 唱同

襲富！註 i 義建議議j \}lt－薗E霊童J! 'C' 室

長iHhl轟→璽置建
i 。持母静養て二五銀輔園警
警銭意書野市；句会議議種田・ん童

u,tnh奇IU!iH！許足nni

豆亘言主主200ワ年（平成19年） 1 1 月 22日（木曜日〉

410 



諸事項の紹介

411 

⑥ 東日新聞認お談舵 11月 13 日（火）a額調

(Jート

l
s

年
に1
殴
附
か
れ
る
密
知
大
字
削
悠
晶
骨
悶
酷
企

陪

q
n
月
3

日
韓
国
キ
ャ
ン
パ
ス
で
聞
か
れ
免
時
長

時
合
わ
せ
で
唱
曲
聞
大
事
創
設
省
・
名
岱
離
島
町
「
古
岡

H
W一

畑
町
一
郁
容
が
、
探
知
究
酷
鹿
念
国

1

闘
の
県
源
開
文

沼
産
大
輩
記
念
セ
・6
1

－
官
費
セ
ンp
t
g

荷
量

q
g
定
等
現
在
「
室
岡
高
緊
ら

バ
質
知
大
学
の
申
、
ど
をDV
D

と
宙
開
ガ
イ
ド
で
昭
介

ユ
人
以
亡
、

G
4

－
h
i
本
聞
き
氏
室
い
立
票
、
喜
代
、
富

島
野
玄
凶
院
大
草
間
代
、
娘
寓
ぬ
判
所
事
務
敏
延
町
代
、
震

－E

知
大
半
時
代
へ
主
眼
〈
・

－
朝
日
系
－ZZ
革
主
で
あ
っ
た
長
官
え
な
い
・

告
一

g
g
a
s
ゼ
口
か6
0
世
知
事
の
出
掛
吋
許
可

四
本
附
に
お
日
る
マ
ッ
カ
1
サ
ー
のG
H
Q
、
レ
y

ド
パl

z
昼
、
揺
の
皇
太
堂
書
留
、
白

圃
海
大
事
件
1
菰
寝
護
軍
政
と
苦
労
皇
統
玄
て

圃
昭
和
句

圃
辞
こ
の
よ
う
な
過
憶
さ
悶
臨
に
遭
っ

τ
旬
開
肺
の
短

E
到
取
に
号
れ
る
寄
っ
な
し
ゃ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
主
主
窪

田
淵
一
損
す
る
底
堅
あ
し
な
宮
若
田
に
酎
長
率
定

園
出
思
わ
れ
る
。

圃
苧
九
創
立1
朗
卑
に
は
ま
岡
忠
窓
般
向
抱
一
初
代
築
協
が
県

園
時
刻
鏡
、
「
江
蹴
附
迫
述
」
の
揖
奄
（
曹
ご
う
）
を
し
た
た

圃
鎚
宍
紫
知
事
留
意
愛
車
を
し
た
望
、

福

R
Y
世
知
大
字
創
立
S

開
平
の
漁
民
一
と
「

Uて
次
の
串
フ
ょ

愉
曙
励
車
し
の
こ
と
ば
を
ち
ょ
四
一
い
し
有

民
喧
「
H
Zの
究
学
は
都
心
．
併
し
私
は
最
も
箆
み
母
蛍

草
間
半
長
健
在
皿
一
事
官
寓
行
畳
間
同
メ
ン

バ
ー
．
｛
定
か
ら
）
研
究
室
倶
限
延
随
回

員
、
阻
掴
曹
回
問
究
畏
員
、
山
本
研
究

史
樋
聞
主
帥
、
民
持
』
市
立
ト
ド
ク

h
y，‘

団
震
知
虫
牢
鴎
師
、
山
口
研
究
支
煩
眼

目

知
大
壁
に
擦
｛
つ
な
）
げ
る
・
探
知
穴
牢
が
回
世
の

多
〈
の
究
車
の
申
に
闘
然
と
、
問
角
事
緩
く
の
も
揖
い

こ
と
で
慢
の
歪
串
い
．
史
知
大
事
の
抑
途
は
串
両
端
で
あ

り
、
多
申
で
あ
“
骨
．
ま
こ
と
に
使
認
に
噂
え
ぬ
」
「
畳

知
大
牢
が
、
唯
肉
、
寓
浬
の
府
と
し
て
、
そ
の
名
声

を
馳
（
国V
せ
、
世
界
文
化
の
潟
趨
に
窃
ワ
す
る
に

歪
り
、
史
知
大
牢
が
叡
智
の
出
る
有
為
な
人
向
叫
安
臨

出
し
て
、
日
本
語
の
車
を
謹
互
に
翠
「
ぶ
こ

と
を
明
博
し
て
、
私
は
霊
知
大
掌
の
宋
掃
に
甥
〈
育

協
をm
e
唱
。
鳳
わ
く
ば
、
震
鶴
市
〈
学
の
沼
田
叫
町

H

ざ
寵
し
か
』
？
Nこ
と
を
。
モ
し
て
一
回
も
唱
く
、
虫

因
究
学
申
の
点
字
骨
点

Y
ん
こ
と
を
」
占
寄
せ
て
い
る

a

完
じ
た
揮
に
実
露
大
学
は
3

つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
ロ
万
人
品
の
車
線
生
を
組
出
し
、
政
出

寂
、
酎
鮮
人
、
文
化
人
与
し
て
そ
れ
ぞ
れ
活
臆
し
て

い
る
．

モ
の
益
蝿
を
つ
く
っ
た
市
町
喜
一
名
目
目
撃
箆
は
、

創
立
以
帯
、
陰
立
な
向
両
国
な
た
と
怠
っ
て
佼
知
大
学
を

T

支
え
童
話
宍
躍
の
究
室
蓬
E
q

－
F

肱
治
家
・
大
限
箆
備
の
早
稲
田
穴
字
、
経
掃
思
想

F
F

京
・
稲
田
川
崎
吉
の
睡
眠
・
箆
盛
大
学
、
教
将
家
・
筒
由
－

腐
の
同
志
位
大
学
に
匹
敵
す
る
法
相
官
卵
白
血
掴
・
宜
間

再
一
の
担
問
究
牢
と
し
て

R
し
て
引
砂
を
と
－

2
u甲
い
制
”4
．2
1
1
H
H
i，z

史
書
で
替A
w
，

｛
繁
岡
大
事
前
商
同
文
＠
院
副
〈
牢
記
念
セ
ン
タ
ー

曹
関
研
究
員
・
遺
骨
議
員
・
混
同
町
碍
｝

購盟国園田E園鶴；

峨後の法曹型車の恕銑 S 人〈三端、回申、
本同店主3 由関係

臨席耳圏、 e

場合1iW

東軍同文書院大学記念センター
オーブン・リサーチ・センター事業
φ展示資料室に音声ガイダンスシステムを段慢してます．
干44官・8522 愛知探豊縫市町畑町1-1 TEL0532-47-41391 FAX郎32-47-4196

輔がペ峰



4
1
n
例
代
の
岨
年
間
宮

? 0 0 7 苛ドドJ主 l 9 年） 1 I 月 2 I 日《木i/,!B)

本
問
書
一
名
智
学
長
血
尿
抱
録
曲
偏

償
制
L
A
Z
E
朗
1
聞
の
政
媛M
I
W噛
匹
、

太
字
記
立
セ
シ
タ
’a働
回
臨
久
セ2
9苅
l，
’

rむ
に
笹
姐
火
字
削
疎
膏
『
本
回
世
亘
書

a
R
J
一

7
R
の
層
4
9
4
v完成
L
『

V

2
2

誼
S
E
E
s
d

引L

Z

町
代
二
臥
嘱
同
文
符
民
同
時
』
司
暫
盟
圃
輔
・

品
市
崎
氏
二
電
聞
大
零
時
偲
』
に
分

W
‘
曲
血
企

τ
山
出
品
な
ど
そH
1小
・
・
る
と
とa’
R
今

回
訴
た
に
『
良
企H
支
持
匝
か
ら
唖
掴
文
学

り
ψ
み
M
e
o
v
υと
向
肉
H
n
t
r
Fで
副
A
W

ι
t

わ
る

y
hニ
で
み
問
u
n－
の
Y
ロ
7
4
i
β

＠
量

？
の
人
ブ
7

シ
園
、
あ
り
、
向22・
で
あ
り
‘

，
A
化
人
h
o－
－
山
側
d
A
r特例
え
ん
ね
・
8

ど
e
p”
で
あ
る
山
崎
内aた
か
し
ザd
Aに
必
属

、
，

h
・

t
i
t
 

古
凶m
d
A
U
t
”
がt
e
u名
山
脇
・
外
出
向
草

加
引
に
a
h
吋
問
泊
、
たa
u短
大
令
仇
良
債
償

s
t
乍
併
の
訓
”
山
市
紘
先
生
二
慌
時
大
写

一
公
と
鍵
納
期
大
7
z
g
bら
本
問
内
起
の
陽

一
A
令
官
付
た
．
本
問
先
生
に
つ
い
て
の
蝿
圃

一
U
7
．
仁W
M

マ
あ
る
‘
丸
山
積
氏
出
直
い
た
舗

一
向
と
訂
併
し
C

そ
の
時
々
の
u
n
に
有
守
プ

一
〆
F

・J
a
m－A

て
ゲ
山
内
呼
出
品
情
繍
止
命
間

一
向
日
色
、
t
M
副
作
し
ょ
，

吋
M
A
？
・
・
”
之
．
‘
，
M
え

n
k
’
r
e
必2
齢
、
‘
，i

－n
n
d－r・
”
a旬
U
A
V
U
M楠
回M
a
司

1苗1

歴
史
の
話蟻；

'~" 官 C,dじ，

『とよしんJ眠、
ずっとこq噛品、3しるで民

営島 M崎市
豊橋信烏金庫

喧・，，，.，...町る裕11,uu也,31}!,1-0.]]1何

宮町悶＂－手創111'1 本飼D-6曾学長1;o21t 4f℃学問。3プロソィー』L

す沼＞γ＇＇＂，；詠伺U· ，.・「rr.:,t: 主 1 に·よ必エ 人いへんがa ＇...•＿ の‘，R
' R陥 Lw,.Qムヲの町”であζ照デ，叉：：r,.. －瑚，，.，.と ν 、ょ·＂へIt.', 芝＂

，.勾F ，ιu嶋崎サE訂 以往＼ f_ ¥,f"I, U調巴Lll I ；%句、，＇＂＇ . ，.，惚・L 1" 
Z事ト~虞＇＇＞.N•ιぬ$？尻J l r z::J._.; fl ‘・匂＂’S む＂＇·，ι‘五%伝品e•ぎ，，

湾問＂・円；酒俗 図湾、明。＇＂＇ιY=.l.c.fta’ーもを営”、，＂＇納入γ・2’‘心，.，，
『 N.1:.1,t.. f•九日...て tl);IJl$,,!l ＇－＼.；とに，，，て J. ι..， ..・J引，川、亡払ん

・ニe 守喝... E件‘ ,J,fiC.J；・Pム 2も.；.＜； 1,. l:1 御三＂’問：＇）＇；，・＇＂＇宮柄拘 rr:ri.
•n.c司”Eてあ，z
ーのJ:·.,1 ft偽a~，：；狗a’...・》 2凶＂~町、k也、，，~闘で町一’.，，.：，.！ 学1 民ち

でと・OS併に..；，·.， :z:しklU.I:~と‘L E 卸叱句rr..... t.:::iα ， a ＂品代 繁田代c，ヤ r. と
・「之一・ dd班笥札、；，. :11--i.'ltそ$ゐ竃：.o,.·..i弘怖肱民、 OJU \,IU哲司h ’l t .. 

入＂＂＂＂ 'h＇＜.；句。んIt包霞網舟s＜ぃ、，，，ででこ；， r:->i\'"HI ：・ g’官 Ul;:11. I 
令伺』γ tl1•，引a ＂＇＂＂＇節”に行い .，，・~.：a帽司..,, ，，弐，＇＂＇＂’＇ tr. し
’dち＇＂怠岨U勘定・＂て匂...いた M，，苧 1，川 W".!tr.JI .；.•；・ぃ，r r ，・ε ，C<
d九るJl:: ~＼：》c~ミ官.“母し，.. 
どの，. ，じIll箆Utt..:'.f...lilt＇・ぷ.そこ t,-1.i::u,iac-. ：－も 刈品】 ，ア駒田m

AのうR肥，，，でご＇＂弘行ヲ~，臥.，・ム S- tのお・0 ・r・.，. j Ir むq・，；：.. , .... _ "!: L で
．ψ異色”した釣 ＂＇よーλ山安姐大... 乞~－グ／：，：. ”、店芭気・，：..： :r.ix·品 ..・同'Z'L
”しhれ丸，：’：， :'o(JJ,J:<1,:r 崎司馬φ ぅ， ， r.. !i':C 伺d

i 議議季語忌J

金可事

倉橋健

富国国園田－

ふ
崎
・
＋

母
習
指
客
室
江

－
“
同
H

依
I

EaSAnt-- 

内

燭

包
鼠
鎚
輔
刊
隔
寧
齢
構
g
r除

u
a
w
 

412 



諸事項の紹介

413 
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に
は1
0
0
人
程
度
の
参
加
教
授
）
最
盛
岡
文
積
院
の
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
大
島
は
「
大
学
史
に
は
芽
俸
が
さ
な
か
っ
た
の
が
撃
定
っ

省
が
あ
り
、
今
ま
で
に

1
1

歩
い
た
巡
と
震
知
大
学
」
、
隆
雄
セ
ン
タ
ー
巡
営
努
自
あ
る
。
光
戸
ほ

9
E
bえ
る
た
」
（
印
蛾
代
・
女
性
）
な

2
5
人
が
受
訴
し
た
。
m
月
習
は
馬
譲
セ
ン
タ
（
語
大
学
名
套
謹
）
を
と
「
－
尻
町
え
と
こ
存
」
の
物
ど
お
名
余
の
方
が
回
答

P
4宵

特
に
今
回
は
、
震
知
大
学

l

巡
営
役
員
（
現
代
型
国
学
「
愛
知
大
学
創
立
回
周
年
総
諸
に
な
っ
℃
し
ま
－
之
影
の
什
ぞ
く
れ
た
。

別
橋
市
教
室
岡
会
と
震
の
前
身
で
あ
る
霊
同
文
曾
郎
氏
〉
「
孫
文
笠
又
管
た
の
翼
震
災
を
務
め
ら
部
分
を
自
量
判
し
、
い
か
今
回
の
震
ト
ラ
ム
に
側

知
大
学
セ
憾
の20
0
7
郎
防
大
学
と
の
関
係
、
そ
れ
に
山
田
建
」
、
見
習
は
れ
、
愛
知
大
学
忠
に
つ
い
て
に
そ
れ
冷
克
服
す

9
か
に
ょ
す
る
展
示
室
『
霊
同
文
樹

皮
般
国
間
市
民
ト
へ
常
ト
ラ
ム
・
傍
わ
っ
た
人
物
論
伊
愛
知
大
武
井
緩
和
セ
ン
タ
ー
ポ
ス
ト
も
織
も
造
溜
石
川
深
い
経
済
学
っ
て
立
派
な
大
学
史
に
な
院
コ
ー
ナ
ー
』
『
孫
文
・
山

一M一
語
大
学
護
産
吋
提
案
夜
間
文
衛
院
大
学
記
念
ド
ク
タ
ー
「
展
示
箆
で
謀
者
で
あ
り
ま
す
」
と
紹
介
し
る
」
条
主
に
対
す
る
所
回
兄
弟
コ
ー
ナ
ー
』
『
露

呈
互
の
中
の
決
議
長
院
と
セ
ン
タ
ー
の
ベ
苦
フ
ン
襲
警
見
学
」
と
題
し
て
「
大
た
。
協
議
は
「
人
物
で
た
ど
見
義
っ
た
。
司
会
者
か
ら
大
学
史
コ
ー
ナ
ー
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が
今
様

三
一
議
大
学
局
襲
撃
が
、
と
新
進
気
鋭
の
季
の
学
者
重
度
差
」
の
説
明
、
問
る
重
要
震
か
ら
君
主
の
一
葉
、
譲
住
吉
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
ま
た

一
円
忌
知
大
学
問
援
宅l
i
l
i
l
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－
l
o
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i
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－
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秋
に
は
『
語
大
学
喜

す
か
れ
た
のf
一
近
代
史
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中
の
東
亜
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
一
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専
本
喜
一
展
示
蛍
掴
も
完
成
、

一
市
民
ト
ラ
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は
器
禁
「
何
M
M
H
M
は
ほ
同
り
日
間
い
M
M
U
H
L

一
三
事
「
重
要
護
か
ら
愛
知

一
科
学
さ
、
喜
美
学
、
J
U謝
受
γ
一
二
三
佼
7
5
1
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三
子
一
戸
叫
ん
一
＼
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一
一
一
一
’
知
大
学
の
き
を

D
V
D
と

一
語
大
言
語
し
え
そ
、
－
十
闘
に
？
高
～
て
れ
諺
得
倍
三
二
総
が
建
物
ー
い
齢
差
ガ
浜
、
支
テ
ム
で
紹

一
れ
ぞ
れ
の
火
器
特
徴
差

E
E
f
捕
ま
」
一
司
－

J
1

古
宮
崎
．
，
，
w
i

介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
し
た
テI
マ
で
、
良
橋
市
受
脱
さ
れ
た
方
も
さ
れ
な

民
の
文
化
向
上
高
る
も
の
を
刊
誌
に
選
定
し
℃
行
っ
月
白
日
は
武
弁
義
和
愛
知
大
大
学
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と
い
ヨ
ア

l

マ
で
裂
は
火
事
告
な
拍
手
の
内
に
殻
終
か
っ
た
方
も
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こ
の
援
一
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で
あ
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9
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か
ら
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出
話
師
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東
亜
同
文
谷
院
か
問
問

6
賞
、
資
料
縦
6

日
、
文
部
殴
が
終
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し
た
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を
昌
子
るζ
と
に
よ
っ
て

始
め
て
い
る
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霊
章
者
間
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日

6
日
は
皆
ら
見
た
近
代
の
日
本
と
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訟
に
し
て

l
万
5
0
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〉
一
殿
、
舗
の
舗
が
広
が
る

か
弱
り
、
別
人
か
ら
多
い
時
伴
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セ
ン
タ
ー
長
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文
学
部
組
」
、
叩
ロ
は
石
岡
市
生
セ
字
弔
一
の
ア
カ
デ
ミ
ァ
ク
な
〈
と
思
っ
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調
朝
間
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闘
闘
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回
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リ
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同
に
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っ
た
講
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縦
一
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は
月
明
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一
司
繭
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闘
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停
電r
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f
l
y－タ
ン
ト
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東
亜
同
文
章
二
配
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し
た
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近
衛
文
麿
か
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
か
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日
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前
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時
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踊
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掴
漕
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E
露
1
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b
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f
？
と
キ
リ
ス
ト
教
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と
閣
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、
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始
ま
り
、
第
六
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創
立
行
っ
た
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袋
短
大
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同
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午
後4
竪
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土
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圏
制
覇
司il誌
底
面
園
田ZE
E
－
島
県
亙
同
番
院
内
の
キ
リ
ス
時
の
林
毅
陵
（
初
代
愛
知
穴
議
院
の
関
係
官
く
わ
か
習
は
愛
知
李
総
務
叙
に

園
田
瞳
ー
一
通
錨
瞳
圃
園
田
園
長
約
聖
紹
介
し
、
新
た
学
学
長
、
元
慶
応
義
弟
総
っ
た
。
」
（
前
夜
－

E
）
予
約
申
し
込
み
ゃ
す
る
グ
ル

調
関
欝
陸
艇
麟
題
調
掴
園
田
事
議
長
一
不
し
皆
を
さ
、
海
空
（

2
代
、
「
国
際
都
市
上
海
に
あ
っ
た
！
ブ
に
は
袋
内
説
明
が
可
能

除
臨
時
崎
弘
明
姐
繍
遡
眠
瞳
圃
圃
圃
策
め
た
。4代
芝
、
恕
慎
重
事
同
文
噌
門
医
一
」
キ
リ
ス
ト
教
の
で
あ
る
。
問
主
は

0
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園
園
田
川
島
監
臨
臨
圃
闇
醐
醐
盟
’
務
総
長
）
小
結
詰
（

3
代
活
動
が
あ
っ
き
と
を
初
め
2

・
n
・
4
1
1

ー
ま
で
。

園
田
園
’
臨
臨
臨
醐
闘
閣
調
明
司
緬
摺C

学
長
）
弘
人
物
像
と
葉
植
を
て
知
っ
た
」
（
駕
代
・
山
内
（
愛
知
大
学
一
量
同
文
魯
院

園
園
田
富
瞳
園
君
臨
最
終
回
、
日
は
第
六
議
室
っ
て
常
一
顧
し
た
。
母
、
「
秋
の
お
祭
り
の
季
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
客
員
研

｜
襲
中
の
大
島
隆
雄
経
済
学
情
士
山
下
企
凶
器
謀
水
野
町
よ
す
さ
襲
応
答
の
後
、
奇
襲
節
と
悪
っ
て
議
席
で
究
員
、
遺
書
）
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制
大
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、
競
大
学
の
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口
円

3
2
l

ざ
し
た
警
班
舟
」
や
「
綜
人
品
は
大
震
の
余
繍
の
ま
茨
パ
学
、
そ
し
て

P
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「
パ
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パ
川
J
t
tハ
…
必
要
日
刊
一
円
と
し
て
で
あ
る
袋
町
同
文
お
院
大
月
上
「
愛
知
大
学
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叫
同
省
・
木
問
事
態
併
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を
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事
し
た
。
ス
で
帰
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の
誌
に
つ
い
た
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ず
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窓
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六
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だ
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だ
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で
以
議
会
｛
愛
知
大
手
接
し
た
学
生
は
「
す
ご
い
露
凶
器
代
需
綱
高
意
大
学
で
は
な
く
、
警
護
大
護
軍
同
事
←

い
手
三
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大
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／
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よ
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滋
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＃
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と
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1
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旬
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人
の
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生
化
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だ
「
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」
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究
員
・
遇
制
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察
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回
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回
大
は4
3
4

ド
ふ
れ
岳
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や
そ
の
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史
的
紅
存
在
ぷ
必
1
台
で

m
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へ
や
っ
て
来
て
、
ま
た
人
間
味
あ
ふ
れ
る
隠

ヘ
け
m
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口
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の
間
山
が
．
，
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園
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1
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山
、
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と
づ
の
末4
0

一
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羽
K
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k
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’
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唱
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「
が
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u
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－
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－
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J
U
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l

－
－
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専
固

い
け
の
悌
附
なn
u
t
4
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－

V
に
よ
り
、
な
か
に
は
似
犯
を
m
る
た
め
に
は
、
ト
ヘ
宇

γ

た
，
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
教
育
者
、
圃

仙
に
よ
っ
て
ト
ヘ
ヤ
が
決
め
内
体
の
限
引
を
引
る
の
が
近
心
一
定
ず
受
知
大
学
記
念
館
で
本
間
窓
一
弘
治
伊
良
の
監
京
国

れ
る
ト
ι

竹
山
一
ヘ
J山7
h
Lち
七
九
戸
匂
」
と
一
一
一
－
っ
．
の

ω
m
a郎
治
・
附
や
武
川
町
茶
袋
を
見
て
、
「
向
分
の
日
店
崩
闘

い
る
し
な
一
一
一
つ
，

rよ
ん
で
た
ん
J

－
小
山
ヲi
H
r
パ
の
た
仰
い
小
ブ
ベ
ト
ド
ケ
タ
ー
か
ら
、
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を
河
発
見
」
し
た
よ
う
関
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－

ω

ヴ
の
－U山
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仰
や
、
ド
イ
ツ
に
お
市
町
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同
文
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院
大
や
や
川
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だ
ョ
闇
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た
め
山
ち
川
市
か
い
九
い
け
る
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代
人
ぺ
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兆
六
小
切
年
の
航
山
人
を
物
泌
を
そ
の
後
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軒
町
内
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の
殺
一
、
咽

，
っ
と
り
え
り
れ
て
い
ら
ぐ
昨
以
、
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ノ
リ
力
に
お
け
る
む
崩
じ
て
解
説
を
受
け
、
泌
議
「
自
由
受
紙
の
鎖
」
、
渡
知
大
掛

z
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h
山
ぷ
F
U
E

代
大
午
、
日
本
に
お
け
る
川
忠
必
控
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亡
た
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、
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の
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部
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方
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回
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諸事項の紹介
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ク
タ
ー
・
武
井
磁

佳
久
セ
ン
タ
ー
長
｝
は
、
こ
一
関
鑑
賞
会
の
近
藤
代
中
置
が
袋
一
一
利
氏
が
「
近
代
中
国
の
視
界
一

の
ほ
ど
名
恵
国
の
溺
謀
議
一
め
た
当
時
の
室
町
の
地
図
、
一
地
に
お
り
る

E
A入
社
会
・
一
rー

で
「
益
出
耐
震
－
歪
さ
翌
絵
は
が
き
、
路
函
館
車
路
線
玉
海
と
の
比
較
」
の
テ
！
マ
一
園

協
会
を
寝
し
た
。
一
凶
、
切
手
、
貨
幣
、
高
密
一
で
話
し
た
。
租
界
地
は
、

1

一
園
田
川

愛
大
の
前
身
で
、
申
国
上
一
や
写
実
な
ど

1
0
0
O
R近
一9
3
9

年
に
宍
津
で
1

万
5

一
・4

海
に
終
戦
ま
で
あ
っ
た
東
東
一
い
資
料
に
見
入
っ
た
。
一

5
7
5

人
。
上
海
で
は
、
5

一L
K
よ

同
文
俗
院
大
学
と
問
国
の
堅
一
自
分
が
通
学
で
飛
っ
た
路
一
万

1
9
0
3

人
の
人
口
だ
っ
一
部
伊

X

史
接
続
証
、
研
究
す
る
向
セ
一
間
電
車
、
生
活
し
た
租
界
の
一
た
。
一

L
g
g

ン
タ
ー
が
、
初
め
て
外
部
団
一
居
留
地
の
協
所
、
懐
か
し
い
一
資
料
を
宛
供
し
た
近
藤
代
一
る
。

1
9
3
2

（
昭
和7
）
一
外
部
関
係
の
人
た
ち
と
の
交

怖
で
あ
る
天
伶
資
料
銀
賞
会
一
笠
真
や
紅
問
稽
安
指
差
し
な
一
裂
は
花
燦
。
「
昔
日
天
津
、
一
年
に
宍
揮
で
生
ま
れ
た
。
一
流
を
深
め
ら
れ
、
今
後
の
セ

（
近
燦
久
緩
代
表
）
と
の
協
一
が
ら
、
平
和
で
公
金
～
っ
た
一
今
白
書
」
「
蓄
を
愛
し
一
磯
田
セ
ン
タ
ー
程
、
初
一
ン
タ

l

の
事
撲
を
各
地
で
開

縫
取
殺
で
開
催
し
た
。
一
時
代
の
租
界
地
で
の
生
活
を
一
百
年
、
そ
し
て
子
々
孫
々
」
一
め
て
の
外
部
団
依
と
の
協
師
主
催
す
る
上
で
笥
旋
な
経
験
に

ム
爵
の
同
校
舎
に
は
、
戦
一
恕
い
出
し
て
い
た
。
－
な
ど
の
箸
憶
を
若
し
て
い
正
業
開
催
で
「
学
生
た
ち
も
－
な
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

. . 
o"l: • 

a・ •I I 

・
4
1

・
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J
e
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諸事項の紹介

I
l
i
－
－
会
宅
事
富
文
委
理
、
日
主
掃
事
去
っ
主
主
主
さ
と
忠
商
芸
・
墨
同
文
れ
脅
し
‘
と
皇
帝
著
書
産
抽
思
想
、
（

2

｝
テ
1
7
と
白
晶
受
れ
括
雲
円
相
ん
も
の
と
の
曲
一

「
出
町l

割
在

1
8
9
8
｛
明
遺
習
首
相
に
壁
、
ま
F婦
の
つ
な
喜
主
主
蓮
華
骨
寝
」

E

、
蓄
の
詰
昼
間
し
皇
衡
の
毒
舗
の
主
で
患

2
3

ゼ
大
量
処
雲
市
長
一

一
笥
翌
年
に

A量
生
し
、
ィZ
S

代
車
耐
震
襲
む
に
つ
い
て
、
『
近
簡
を
選
出
文
一
豊
富
首
習
し
て
の
語
、
必
霊
語
、
芝
日
本
近
簡
を2

雪
量
に
『
む
き
と
し
一

I
l
l
l

－
レ
［
ロ
ギ1
よ
り
はE
m
苦
号
、
そ
の
喰
理
由
文
田
富
文
震
の
同
時
に
同
率
襲
を
撃
L
て
い
た
ず
む
き
宮
偏
盟
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
な
か
で
症
し
て
謡
音
寵
雲
之
さ
震
は
車
保
制
一

周
縄
文
金
町
「
設
を
中
聞
の
喜
文
化
交
流
音
量
合
同
（

2
3
6
T

岨
宮
『
『
－E
b
t
f
、
・
図
画
闇
湿
器
蹴
盟
福
岡

E

・
低
妻
定
一
芳
明
、
誌
に
対
応
し
商
事
苦
情
一

間
一
持
議
誇d
m
n代
議
事
懇
詰
時
的
昨
日
韓
』
池
田
開
盤
的
‘
薗
闘
能
純
一
長
信
長
一

主
要
証
提

2
3

京
で2
7

芸
能
理
ず
の

E
S

で
1

研
富
安
島
義
・
園
圃
鹿
鳴
闘
臨
帥
・
・
・
・
・
ミ
号
、
第
三
盟
儀
費
苧
主
砲
一

目
一
懇
話
民ZEg
｝
あ
っ
ち
ぶ
し
を
き
に
よ

i

韓
関
陣
園
ご
・
励
畑
一
一
路
駐
日
話
器
一

期
一
襲
わ
れ
舗
は
世
界
に
向
け
「
光
」
を
発
信
恒
輔
醐
圃

p
a

圏
園
調
園
閣
議
認
誤
認
認
識
仰
向
一

聖
書
、
容
を
さ
を

.. 
掴
圃
園
盟
圃
開
』
副
制
臨
調
調
酢
副
E

，

N
E

文
睡
眠
｛
主
に
郎
議
室
げ
時
一

望
書
長
て
帯
主
主
東
盛
岡
文
書
院
を
前
身
と
す
る
震
知
大
学
園
園
田
踊
圃
聞
置
畑
町
議
議
溝
謀
総
量
創
及
管
長
田
」
苫
、
回
。
一

臨
一
！
な
ヲ
た
の
苦
な
い
だ
．
圃
－
圃
醐
圃
・
留
置
比
一
山
一
一

J
t－4
4
臨
臨
瞳
闇
文
由
院
の
文
学
へ
の
昇
格
な
ご
幅
警
告
義
一

川
叶
一
3

・

E
っ
た
し
か
起
号
、
言
語
豊
富

5
1
主
題
一
盛
田
園
圃
掘
調
語
咽
J
1
4
3
3
Z組
ゐ
｛
1
9
3
9
5
は
や
は
り
授
の
抽
文
に
つ
い
豆
、
世
一

ω
一
『
日
精
霊
長
制
し
た
山
富
蓄
電
躍
し
て
穴
章
混
・
語
大
還
さ
知
事
・
語
襲
撃
大
圏
圏
闘
閤
闘
蝿
臨
匙
’
ー
一

Jー
んJ
J・
－J瀦
固
ま
時
事
実
の
話
芸
っ
た
日
発
言
『

T
Z
o

一

回
一
日
産
、
そ
れ
漢
で
の
禁
塁
豊
富
喜
が
、
軍
事
の
一
郎
立
を
喜
に
内
密
の
一
部
霊
園
聞
圃
圏
圏
直
圃
思

V
－J
－
－
一
ふ
れ
輯
瞳
失
具
体
事

l
Z

吊
し
サ
1

手
・
セ
ン
タ
ー
喜
一

渇
一
局
2
5

ア
存
山
富
岡
ず
失
モ
詰
ま
は
『
臨
も
に
「
さ
畠
撃
血
唱
し
と
め
て
笛
い
て
き
ミ
・
園
調
掛
儲
圃
菌
室
：

ι
U

一
円J＼
語
踊
顎
盃
聞
片
岡
文
書
障
壁
に
悶
敬
さ
れ
る
予
定
で
あ
－

E
る
露
華
強
号
、
製
高
閣
の
誌
」
と
U
つ
究
て
い
主
援
の
『
働
』
の

0

・
聞
晶
菌
薗
墜
・
由
自
の
持
票
日
木
聞
の
露
奇
一

一
支
配
的
ア
ジ
ア
、
特
に
富
眠
色
分

F
Sげ
、
戦
争
富
揺
は
、
重
良
代
に
畠
奈
良
公
同
車
君
臨
空
ぴ
、
同
事
震
な
い
こ
と
毒
事
議
栂
努
控
L
P
て
P

・
告
拍
ら
れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
露
大
草
需
喜
一

一
号
室
ロf
g
S

ん
で
い
〈
こ
2
8
8

露
草
苦
に
き
、

3
2に
哲
議
長
い
て
長
男
同
し
た
自
・
骨
折
を
し
た
が
、
簡
便
さ
れ
て
い
さ
院
大
震
毛
主
主
一

ヘ
リ
一
説
号
、
空
車
両
・
弓
し

E

翌
日
』
多
引
き
歪
め
－R
q

又
今
箆
器
産
的
和
眠
い

τ
一
2

且
「
限
重
工
と
｛
S

）
に
つ
い
て
さ
て
型
産
突
き
研
霊
・
護
資
・
器
一

信
一
場
郎
防
主
長
九
モ
モ
ー
ヂ
成
腿
の
長
宅
お
い
と
思
わ
れ
奇
ま
ず
陣
1
2
「
議
轟
か
ね
り
室
主
主
れ
ぞ
議
室
苫
、
｛
E

｝
は
、
誌
で
襲
主
主
の
官
拒
は
、
震
の
盟
専
｝
一
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開

1
1
1
1
1
」
震
に
つ
い
て
の
震
季
大
革
命
」
以
前
の19
6
4
2
0
0
6

ま
フ
ゃ
く
上
た
と
い
議
事
昆
つ
か
っ

閥
一
寄
稿
一
ぴ
、
そ
員
心
塁
、
2

年
頃
の
ベ
ン
ネ
よ
「
重
穏
や
北
雪
量
妥
た
」
なE
報
告
し
た
。

J
ヨ

刊
一
「
ド
ー
ト
仁

0
0
6
俸
に
膝
墨
博
士
を
康
」
に
よ
る
小
論
文
し
か
な
椅
的
な
研
究
者
わ
れ
ま
発
表
の
あ
と
襲
応
答
が
令
部

引
一
菌
・
喜
市
の
南
側
大
事
レ
た
。
ぃ
。
い
ま
ま
で
「
震
の
対
う
に
な
っ
た
。

2
0
0
7

年
怒
れ
、
藤
田
セ
ン
タ
ー
長
関
訟

は
一
豆
学
歴
峯
博
士
・
患
警
中
国
毒
の
東
亜
同
毒
し
て
の
系
講
義
い
研
究
毎
日
本
で
初
め
て
、
実
装
着
文
容
器
窓
闘
が
尚
一

日
一
盟
ん
が
こ
の
ほ
ど
露
大
学
で
院
が
「
日
義
固
定
畿
の
も
は
な
さ
そ
い
な
い
」
の
が
で
「
霊
同
文
農
薬
・
驚
喜
し
た
。
「
日
中
品
二
一

－
一
盟
関
か
れ
た
重
要
震
・
と
で
文
化
的
侵
略
を
行
な
表
と
い
う
。
震
シ
ン
ボ
ジ
ュ
ウ
ム
」
が
に
お
け
柔
意
文
窃
欝
銃
密
－

相
手
語
大
震
研
雲
（
大
島
い
」
「
穴
旅
符
一
な
ど
の
申
隠
開
か
れ
だ
最
盛
岡
義
援
日
中
2
隠
閣
の
間
空
よ
子

f
F
a号、
定

一
迎
。
句
、

J

・
陀
守
護

4
M
g

9

一
旦
襲
名
誉
護
主
宰
）
で
「
中
調
設
で
豊
富
本
国
語
院
霊
祭
独
特
て
、
警
主
取
り
←
亨
ロ
れ
る
が
、
野
駅
宅
、
お
［
〓
一
？

成
二
園
長
け
る
東
軍
要
農
園

F
F，
，
．
，v
f
，
｜
園
匝
二
’
冷
却

F

れ
川J詩
人
一
通
手
」

押
二
の
研
究
の
現
状
」
を
発
表
し

E
Z

ヨ
吾
量
二
ヨ
迫
田
ト
，
こ
〉
、
－
ふ
で
に
一
片
涼
一

圭
一
た
。
‘
凶
温
置
沼
提
山
・
＝
－
－

E
a
唖
圃
’
園
川R
＝
司
一
手
－h
’F
唱
』
，
z

一
＼
・
市

R
L

頭
首
E
E
ι

U
－
一
愛
大
室
同
文
密
警
ン
一
二
謝
轡

E
Z～
ι
J
Fン
一
則
一
を
み
ふ
〉
専
が
き
民
あ
っ
た
。
蓄
に
い
つ
緊
急
悶
還
と

日
一
言
宗
U
L
V
4
2
5
J
E
窓

m
g
f
J
議
芸
能
町
長

一
に
つ
い
て
、
実
悪
事
ス
ケ
ん
突
き
な
視
点
か
は
「
研
究
が
始
ま
っ
た
量

一
策
ず
る
も
の
で
、
自
日
中
国
歴
史
学
者
か
ら
見
た
東
亜
同
文
書
院
喜
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
で
す
で
に
そ
の
概
豪
雪

一
聞
の
庇
史
学
者
か
ら
見
た
見
現
状
の
研
究
に
は
そ
の
点
が
た
が
、
実
際
、
同
文
震
の

一
解
を
発
表
し
た
も
の
。
供
し
、
対
屋
略
戦
争
に
直
目
的
は
果
の
中
聖
書
霊
同
文
容
院
の
股
立
襲
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
学
生
自
体
に
は
宇
つ
い
た

一
周
さ
会
開
聞
大
学
義
援
間
接
的
に
協
力
し
て
い
成
す
る
と
と
。

ζ
ん
な
護
を
き
と
、
列
強
の
ア
ジ
ア
か
」
と
い
事
摘
で
、

ζ
の
感
覚
は
な
く
、
戦
争
と
い
う

一
堂
、
実
に
は
1
9
9

さ
と
い
え
方
法
話
器
普
段
宅
造
に
認
す
る
明
治
政
府
覧
に
朋

5

「
大
変
質
状
況
が
同
議
院
草
寝

一5
年
か
ら1
年
間
、
今
泉
潤
重
要
震
で
色
研
究
は
委
員

γえ
な
い
」
「
中
と
い
う
図
式
が
あ
っ
た
。
っ
悪
露
で
あ
り
、
今
後
の
踏
と
不
可
分
の
関
係
に
さ
せ

一
太
郎
名
督
教
授
の
指
導
で
は

1
9
8
0
誌
の
蓬
納
国
選
に
直
接
間
接
に
関
係
号
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
研
究
に
生
か
し
て
い
き
た
さ
と
答
え
た
。

－
「
中
日
関
係
史
」
を
研
究
。
氏
や
根
深
一
院
長
の
紹
介
程
し
、
だ
が
申
白
戦
争
に
反
対
義
に
対
抗
す
る
と
い
う
オ
リ
い
」
と
管
え
た
。
（
愛
大
東
翠
同
文
窃
院
大
学

中
日
開
即
興
綱
領
や
策
車
問
文
度
で
あ
っ
て
、
「
中
間
文
化
の
密
院
学
生
や
教
育
者
も
い
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
発
想
ま
た
、
「
同
文
書
院
研
究
飽
念
セ
ン
タ
ー
容
員
研
究
邑

vノ

d
波
留
崎
淑

周占円実斤ラ持口金主き3事E

< 3)

－i

概
略
、
ョ

発
表
を
す
る
周
徳
喜
さ
ん
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か
え
歴
史
と
自
然
の
逃
」
こ
れ
に
対
し
、
空
八
一
広
島
に
巡
出
」
と
話
村
山
広
が
り
、
一

の
「
地
元
愛
知
大
砂
一
を
も
っ
と
「
ギ
成
凶
年
以
来
、
地
阪
市
そ
の
移
転
計
削
か
ら
、
「
わ
一

会
良
く
知
ろ
う
」
な
ど
な
ど
の
民
の
発
蕊
に
滋
づ
く
自
然
と
が
栄
校
院
は
、
ど
の
さ
フ
な
一

る
会
に
は
、
市
広
報
や
栄
地
区
文
化
と
雌
史
が
共
住
す
る
開
影
締
が
あ
る
か
、
注
凶
寸
べ

抗
自
室
語
び
か
け
、
か
れ
た
愛
知
李
道
路
と
き
こ
と
の
ひ
と
つ
で
あ
ら
」

引

H

恥
恥

1
0
0
人
か
ら1
5
0

人
の
一
体
に
な
っ
た
パ
ン
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勉
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一
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く
り
を
考
え
る
史
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い
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さ
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。
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勉
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安
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事
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主
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強
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を
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濯
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岡
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史
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縦
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史
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。
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催
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く
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